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私
が
大
好
き
な
支
笏
湖
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。
北
海
道
千
歳
市
に
あ
る
日
本
最
北
の

不
凍
湖
で
約
四
万
年
前
の
火
山
活
動
に
よ
っ

て
誕
生
し
ま
し
た
。
札
幌
中
心
部
か
ら
約
一
時

間
、
新
千
歳
空
港
か
ら
な
ら
約
四
十
分
の
場

所
に
あ
り
、
ド
ラ
イ
ブ
に
も
お
す
す
め
で
す
。

ま
た
水
質
の
よ
さ
と
透
明
度
の
高
さ
は
有
名

で
環
境
省
の
湖
沼
の
水
質
ラ
ン
キ
ン
グ
で
過

去
何
度
も
日
本
一
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

晴
れ
た
日
は
湖
底
が
見
え
て
し
ま
う
ほ
ど

で
通
称
「
支
笏
湖
ブ
ル
ー
」
と
い
わ
れ
、
見
る

者
を
圧
倒
し
ま
す
！
そ
の
景
色
は
春
夏
秋
冬
、

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
で
異
な
り
、
一
年
を
通
し

て
い
ろ
い
ろ
な
姿
に
変
化
し
ま
す
。

　

春
は
、
桜
並
木
の
散
歩
道
を
歩
い
た
り
夜

は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
夜
桜
が
お
す
す
め
。

　

夏
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
が
大
人
気
。
最
近
で

は
ボ
ー
ド
の
上
に
立
ち
パ
ド
ル
を
漕
い
で
水

面
を
進
む
「
サ
ッ
プ
」
な
ど
も
楽
し
め
ま
す
。

　

秋
は
、
湖
畔
か
ら
見
る
紅
葉
。
ま
た
は
カ

ヌ
ー
に
乗
っ
て
湖
上
か
ら
色
と
り
ど
り
の
景

色
を
見
渡
す
の
も
お
す
す
め
。
「
チ
ッ
プ
」
の

名
で
知
ら
れ
る
名
産
の
ヒ
メ
マ
ス
な
ど
秋
の

味
覚
も
楽
し
め
ま
す
。

　

冬
は
、
支
笏
湖
氷
濤
（
ひ
ょ
う
と
う
）
ま

つ
り
と
い
う
湖
水
を
吹
き
か
け
て
凍
ら
せ
た

氷
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
立
ち
並
ぶ
氷
の
祭
典
が
開

催
さ
れ
、
夜
は
色
鮮
や
か
な
ラ
イ
ト
に
照
ら

さ
れ
て
幻
想
の
世
界
へ
…

　

季
節
を
問
わ
ず
「
ザ
北
海
道
」
を
満
喫
で

き
る
支
笏
湖
へ
の
旅
行
を
是
非
、
計
画
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　沖縄県の県道「宜野湾北中城線」は、

沖縄本島の南北方向を結ぶ国道（５８

号・３２９号・３３０号）や沖縄自動車

道とを東西方向に結ぶ幹線として位

置付けられた中部圏の主要道路。工

業集積地である中城湾港新港開発地

域へのアクセス道路として機能して

います。

　同道は、前出の各幹線同士が最も

距離を詰めて併進する地域ゆえに本

島各部からの相互連絡の交通流入・

通過が一日２万５千台とたいへん多

く、ルート上の各交差点は常時混雑

を余儀なくされています。さらに今

後の中城湾港新港開発地域の進展に

伴い交通渋滞の悪化も予想されるた

め、バイパスルートの整備を含めた

４車線化工事を進めています。

　バイパスルートは旧道の線形や急

工事概要
発注者　：沖縄県中部土木事務所
工事名　：宜野湾北中城線道路改良
          工事（H30－2）
施工業者：株式会社内間土建
施工規模：多数アンカー式補強土壁
　　　　　工法　約１,７７５ｍ２

勾配を解消する目的があり、延長

２６３ｍのトンネルを含め丘陵地を切

り開いて造成しています。

　ただ整備計画全体では用地確保の

進捗具合が工期にも影響しており、

既存宅地を極力避けながら盛土を構

築する区間では「多数アンカー式補

強土壁工法」による垂直壁が採用と

なりました。

　また多数アンカー式補強土壁は比

較的幅広い土質に対応しているため、

現地発生のトンネルズリも盛土材と

して有効活用されています。

県中部を東西に繋ぐ多数アンカー壁県中部を東西に繋ぐ多数アンカー壁
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「
土
木
」
の
本

　

近
年
は
ダ
ム
ブ
ー
ム
で
写
真
集
が
出
る
な

ど
土
木
構
造
物
に
に
わ
か
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
が
、
土
木
の
世
界
に
焦
点
を
当
て
つ

つ
一
般
向
け
な
本
と
い
う
も
の
を
あ
ま
り
世

の
中
で
見
か
け
な
い
。
そ
ん
な
中
で
も
独
特

な
著
作
を
二
冊
ほ
ど
取
り
上
げ
た
い
。

　

「
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
都
市
の
地
下
は

ど
う
作
ら
れ
て
い
る
か
」
（
作　

デ
ビ
ッ
ド
・

マ
コ
ー
レ
イ　

岩
波
書
店
）

　

海
外
作
家
の
訳
本
。
都
市
イ
ン
フ
ラ
や
建

築
物
の
基
礎
な
ど
地
面
の
下
に
あ
る
も
の
を

豊
富
な
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
解
説
。
都
市
の

地
中
を
モ
グ
ラ
視
点
で
見
た
り
、
人
体
臓
器

模
型
の
血
管
の
よ
う
に
行
き
か
う
管
路
を
抜

き
出
す
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
表
現
の
絵
で
見
せ

る
。
全
体
の
体
裁
が
絵
本
的
で
小
学
校
高
学

年
位
か
ら
と
っ
つ
き
や
す
い
。

　

「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
日
本
列
島

三
六
五
日
、
道
路
は
こ
う
し
て
守
ら
れ
て
い
る
」

（
写
真　

山
崎
エ
リ
ナ　

グ
ッ
ド
ブ
ッ
ク
ス
）

　

道
路
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・

延
命
工
事
の
現
場
風
景
や
携
わ
る
人
々
に
焦

点
を
当
て
た
写
真
集
。
国
土
交
通
省
も
こ
れ

を
「
第
三
回
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大
賞
」

で
表
彰
す
る
な
ど
し
て
注
目
を
集
め
た
。
現

場
の
写
り
具
合
が
無
駄
に
カ
ッ
コ
良
く
、
人
々

の
笑
顔
に
ほ
っ
こ
り
す
る
。
山
崎
氏
は
土
木

系
写
真
集
を
い
く
つ
か
出
版
し
て
い
る
。

　

他
に
も
「
こ
ん
な
面
白
い
土
木
の
本
が
あ

る
」
と
い
う
お
勧
め
が
あ
れ
ば
是
非
教
え
て

下
さ
い
。

工事概要
発注者　：長野県大鹿村
工事名　：
令和３年度橋梁コンクリート補修面
エージング処理工事村道小渋橋線小渋橋
施工業者：木下建設株式会社
施工規模：エージング　約３１０ｍ２

　南アルプスを背景に清らかな流れ

をみせる天竜川の支流・小渋川。こ

こに架かるのが、１９５７年完成の鉄

筋コンクリート橋「小渋橋」です。

橋長１０６ｍ、三連アーチを持つ独特

の佇まいで知られ、長野県内

に多く残る古いローゼ式アー

チ橋のなかでも完成度の高い

代表的なものとされています。

２０１１年には国の登録有形文

化財にも指定を受けました。

　しかし架橋から６０年以上が

過ぎ経年劣化が目立つように

なっていたことから、橋を管

理する大鹿村では修繕の必要

性に迫られていました。

　現在では小渋橋の下流側に２００６
年完成の「新小渋橋」が架かり国道

としての機能がそちらに移されてい

るため、交通インフラとしての同橋

の重要性は以前より下がっています。

　その一方で新小渋橋上から捉える、

小渋橋と南アルプス赤石岳がワンフ

レームに収まる風情ある景観が知ら

れるようになるなど文化財としての

存在感が増していたことから、修繕

にあたっては橋としての機能の維持

に加えて見た目への配慮もなされる

こととなりました。またその施工は

新設当時に工事を担当した木下建設

（株）自らがあたりました。

　この修繕工事ではアーチ部分から

桁下、橋脚に至るまで劣化している

箇所をハツり、モルタルで補修。ク

ラックが発生していた部分もモルタ

ルが注入されました。しかしそのま

までは補修部分のつぎはぎ感が否め

ません。

　そこで仕上げに導入されたのが、

岡三リビックの「エージング」塗装

です。これは通常、人工構造物と景

観とのマッチングを図るために人工

物を自然の色に寄せるといった用途

に用いる技術ですが、この工事では

橋全体のくすんだコンクリートの色

味を橋の持つ歴史と風格の肝と位置

づけこれをカラーチャート化。熟練

作業員の手で補修部にその色のくす

みを加える方向で実施されました。

　これにより一般的に補修工事を終

えてスキっとクリーンに仕上がるイ

メージとは真逆の、仮設足場が取れ

てもまるで何も補修されていないか

のような姿を再び見せたことには地

元の方々もびっくり。これまでと変

わらない風情を保つことに成功して

います。

　土木構造物も景観の一部と捉えあ

えて古びたままの姿にするエージン

グは、維持補修というジャンルに新

しい視点をもたらしました。

長野県大鹿村・小渋橋

文化財の橋 「エージング」で風情を維持文化財の橋 「エージング」で風情を維持


